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全
身
を
除
い
て
原
寸

●
価
格
は
海
外
か
ら
�
漢
数
字
は
分
ら
な
い
と
い
わ
れ
�
算
用
数
字
も
入
れ
ま
し
た
�
ご
了
承
く
だ
さ
い
�

刀
　
無
銘
　
岩
戸
一
文
字

（
元
徳
―
備
前
）

	
	

鎌
倉
末
期
　
約
六
九
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
二
寸
五
分
（
68
㎝
）
反
り
五
分
五
厘

元
巾
九
分
　
先
巾
六
分
二
厘
　
重
ね
二
分
一
厘

　

大
磨
上
げ
に
や
や
細
身
で
鎬
高
く
、
先
反
り
つ
き
小
切
先

の
姿
で
品
が
よ
い
。
地
鉄
、
板
目
に
流
れ
交
じ
り
、
地
沸
つ

き
、
映
り
が
地
映
り
風
に
さ
か
ん
に
つ
く
。
刃
文
、
小
丁
子

に
小
乱
れ
交
じ
り
、
高
い
と
こ
ろ
は
飛
焼
に
も
な
り
、
匂
い

勝
ち
に
小
沸
が
か
ら
み
、
足
入
り
砂
流
し
か
か
る
。
全
体
に

下
方
に
逆さ
か

が
か
る
乱
れ
も
交
え
て
焼
き
が
高
く
、
物
打
ち
辺

は
や
や
お
と
な
し
く
な
る
。
帽
子
、
直
ぐ
調
に
表
は
掃
き
か

け
裏
は
小
丸
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

鎌
倉
時
代
の
備
前
物
の
流
れ
は
一
文
字
派
と
長
船
派
で
あ

る
。
一
文
字
派
は
以
後
南
北
朝
期
に
か
け
て
福
岡
・
吉
岡
・

片
山
・
岩
戸
な
ど
の
地
に
繁
栄
し
、
多
く
の
良
工
が
輩
出
し

た
。
そ
の
鎌
倉
末
以
降
に
備
前
岩
戸
庄
に
在
住
し
た
小
規
模

な
一
派
を
岩
戸
一
文
字
と
呼
ぶ
。
昔
は
正
中
一
文
字
と
後
醍

醐
天
皇
朝
の
年
号
で
称
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
祖
を
吉

氏
と
し
、
一
派
の
吉
家
に
備
州
岩
戸
庄
の
銘
で
元
徳
年
紀
を

有
す
る
も
の
が
あ
る
。
作
風
は
丁
子
が
小
ず
む
な
ど
同
時
期

の
吉
岡
一
文
字
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
拵
は
黒
呂
鞘
の
尋

常
な
打
刀
拵
で
、
平
戸
国
重
風
の
が
っ
し
り
し
た
真
鍮
鐔
が

よ
く
目
立
つ
。

　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り
（
昭
和
51
年
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
二
五
〇

（250）
万
円

●
次
頁
に
続
く
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黒
呂
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
頭
﹀
獅
子
図　

鉄
地　

高
彫　

眼
に
金
色
絵　
︿
縁
﹀
清
乗
と
銘
あ
り　

雲
龍
図　

赤
銅
地　

高
彫　

金
色
絵　
︿
目
貫
﹀
旅
人
と
猿
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
牡
丹
唐
草
・
雲
龍
図　

真
鍮
地　

角
木
瓜
形　

鋤
下
彫　

耳
・
波
文
を
深
彫
り　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
深
緑
色
巻
（
拵
の
総
長　

九
七
㎝
）

太
刀
　
則の

り
な
り成

（
建
長
―
備
前
）

	
	

鎌
倉
初
期
　
約
七
七
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
一
寸
九
分
（
66
・
２
㎝
）
反
り
六
分
強

元
巾
一
寸
　
先
巾
六
分
四
厘
　
重
ね
二
分
弱

　

鎌
倉
初
期
、
備
前
・
福
岡
一
文
字
の
生
ぶ
在
銘
の
太
刀
と

い
う
稀
有
な
一
振
で
あ
る
。
身
巾
頃
合
い
で
、
鎬
高
く
重
ね

は
や
や
薄
く
、
腰
反
り
つ
い
て
踏
張
り
が
あ
る
太
刀
姿
。
地

鉄
、
板
目
に
杢
交
じ
っ
て
錬
れ
、
肌
目
が
よ
く
見
え
、
地
沸

つ
い
て
乱
れ
映
り
が
鮮
明
に
た
つ
。
刃
文
、
焼
き
の
高
い

沸
・
匂
い
深
い
互
ノ
目
に
、
丁
子
・
小
の
た
れ
を
交
え
て
よ

く
乱
れ
、
飛
焼
き
か
か
り
、
刃
中
足
入
り
、
金
筋
・
砂
流
し

か
か
る
。
帽
子
、
の
た
れ
て
小
丸
。

　

こ
の
則
成
は
、
銘
鑑
に
福
岡
一
文
字
・
建
長
頃
と
あ
る
も

の
に
該
当
す
る
。
則
成
は
一
文
字
の
中
に
あ
っ
て
も
高
名
な

工
と
も
い
え
な
い
が
、
け
っ
こ
う
在
銘
の
名
品
が
残
さ
れ
て

お
り
、
重
美
が
一
振
、
重
刀
に
す
で
に
四
振
、
う
ち
一
振
は

特
別
重
要
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。

　

一
般
に
福
岡
一
文
字
と
称
さ
れ
る
も
の
で
も
古
い
時
代
の

も
の
を
特
に
古
一
文
字
と
称
し
て
お
り
、
作
風
は
古
備
前
に

近
い
も
の
と
な
る
。
則
成
の
作
を
見
る
と
、
小
銘
と
今
回
の

よ
う
な
大
ぶ
り
の
銘
の
も
の
が
あ
り
、
小
銘
の
ほ
う
が
古
く

古
一
文
字
の
時
代
に
入
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
今
回
の
作

は
銘
字
が
大
き
く
鮮
明
に
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
し
げ
し

げ
見
て
み
る
と
福
岡
一
文
字
の
祖
と
い
わ
れ
る
則
宗
の
銘
に

近
い
。
ま
た
作
風
も
近
い
。
一
門
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
本

作
は
古
一
文
字
よ
り
少
し
時
代
が
下
が
り
、
ま
さ
に
福
岡
一

文
字
と
い
っ
て
よ
い
。
一
般
に
一
文
字
と
い
う
と
華
や
か
な

刃
文
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、
案
外
、
焼
刃
高
く
さ
か
ん
に
乱

れ
る
作
は
少
な
い
。
本
作
は
則
宗
を
範
に
と
り
力
一
杯
乱
れ

さ
せ
、
映
り
も
表
出
さ
せ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
か
つ
、

こ
の
古
い
時
代
で
あ
る
の
に
、
在
銘
で
生
ぶ
の
太
刀
姿
で
残

さ
れ
て
い
る
の
は
ま
こ
と
に
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

拵
は
、
幕
末
の
黒
呂
鞘
の
打
刀
拵
と
し
て
い
る
。
特
別
に

高
級
な
も
の
で
は
な
い
が
、
目
貫
に
後
藤
の
凝
っ
た
品
が
入

っ
て
い
る
。

重
要
刀
剣
（
平
成
２
年
・
第
36
回
）　

銀
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）　
一
�四
〇
〇

（1,400）
万
円

●
前
頁
・
岩
戸
一
文
字
の
拵
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全
身
を
除
い
て
原
寸

黒
呂
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
龍
図　

赤
銅
七
々
子
地　

高
彫　

金
色
絵　
︿
目
貫
﹀
弓
懸
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵

︿
鐔
﹀
武
州
住
正
房　

薙
刀
図　

鉄
磨
地　

長
丸
形　

肉
彫
透
し　

金
布
目
象
嵌　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
納
戸
色
巻
（
拵
の
総
長　

九
四
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
無
銘
　
伝
金き

ん
こ
う行

（
応
安
―
美
濃
）

	
	

南
北
朝
中
期
　
約
六
五
〇
年
前

平
造
り
　
刃
長
一
尺
〇
寸
八
分
強
（
32
・
７
㎝
）　
反
り
一

分
強
　
元
巾
一
寸
一
分
七
厘
　
先
巾
八
分
七
厘
　
重
ね
一
分

八
厘

　

い
か
に
も
南
北
朝
ら
し
い
寸
延
び
の
体
配
に
、
身
巾
広
く
、

反
り
や
や
つ
き
、
重
ね
は
薄
い
。
表
に
三
鈷
付
剣
、
裏
に
梵

字
と
護
摩
箸
の
彫
り
が
あ
り
、
姿
整
う
。
地
鉄
、
板
目
で
刃

寄
り
棟
寄
り
に
柾
が
交
わ
り
地
沸
が
つ
く
。
刃
文
、
小
の
た

れ
が
規
則
的
に
連
ら
な
り
、
小
沸
つ
く
も
匂
い
口
締
り
ご
こ

ろ
で
、
こ
ま
か
い
砂
流
し
か
か
り
、
明
る
い
。
帽
子
、
の
た

れ
込
み
、
表
は
掃
き
か
け
、
裏
は
尖
っ
て
返
る
。

　

室
町
期
か
ら
新
刀
期
に
か
け
て
刀
剣
界
に
大
き
な
足
跡
を

残
し
た
美
濃
鍛
冶
。
そ
の
源
は
南
北
朝
期
の
志
津
兼
氏
と
金き
ん

重じ
ゅ
うと

い
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
金
行
は
そ
の
金
重
の
子
、
ま

た
は
弟
と
伝
え
る
刀
工
で
、
よ
く
師
風
を
継
承
し
て
い
る
。

た
だ
有
銘
作
は
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
本
作
の
刃
文
に
見
る
よ

う
に
、
沸
が
つ
い
て
頭
の
丸
い
腰
の
開
い
た
浅
い
互
ノ
目
が

連
れ
る
の
は
金
重
一
派
の
共
通
の
見
所
で
あ
る
。

　

本
作
も
無
銘
で
あ
る
が
、
見
る
か
ら
に
、
た
だ
も
の
で
な

い
と
い
う
雰
囲
気
た
だ
よ
っ
て
い
る
一
振
で
あ
る
。
地
鉄
・

刃
文
に
金
行
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
、
ま
た
拵
も
朱
黒
の
五
分

刻
み
鞘
に
素
銅
の
一
作
金
具
、
そ
れ
に
鐔
は
鉄
を
透
か
し
て

ひ
ね
る
と
い
う
立
体
的
に
作
っ
た
作
で
、
全
体
異
風
で
作
行

が
よ
く
、
内
外
と
も
に
自
慢
で
き
る
一
振
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

金
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　

重
要
刀
剣
（
昭
和
52
年
・
第
25
回
）
証
明
書
の
み

　
　
　

本
間
薫
山
博
士
鞘
書
あ
り
　
　
二
四
〇

（240）
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

朱
黒
変
り
塗
刻
み
鞘
脇
差
拵　
︿
総
金
具
=
縁
頭
・
栗

形
・
返
り
角
・
裏
瓦
・
小
尻
﹀
定
紋
唐
草
図　

素
銅
腐
ら

か
し
地　

鋤
出
彫
︿
目
貫
﹀
定
紋
図　

素
銅
丸
形　

鋤
出

彫
︿
鐔
﹀
糸
巻
図　

鉄
地　

木
瓜
ひ
ね
り
形　

透
し
彫　

︿
小
柄
﹀
糸
瓜
に
虫
図　

素
銅
石
目
地　

薄
高
彫　

金
・
銀

色
絵　
︿
笄
﹀
欠
く
︿
柄
﹀
茶
鮫
着
黒
糸
片
手
巻
（
総
長　

六
〇
・
五
㎝
）

短
刀
　
無
銘
　
伝
長は

せ

べ

谷
部

（
延
文
―
京
都
）

	
	

南
北
朝
中
期
　
約
六
六
〇
年
前

平
造
り
　
刃
長
八
寸
一
分
半
（
24
・
６
㎝
）　
反
り
な
し
　

元
巾
七
分
六
厘
　
先
巾
五
分
三
厘
　
重
ね
一
分
九
厘

　

小
ぶ
り
の
短
刀
で
、
身
巾
頃
合
い
に
、
無
反
り
で
重
ね
薄

い
。
地
鉄
、
板
目
肌
立
ち
ご
こ
ろ
と
な
り
、
刃
寄
り
、
棟
寄

り
共
に
柾
流
れ
が
交
じ
り
、
地
沸
つ
く
。
刃
文
、
小
丁
子
・

小
互
ノ
目
・
小
乱
れ
交
じ
り
、
特
に
裏
側
は
途
中
盛
り
上

が
っ
て
飛
焼
き
か
か
り
、
烈
し
い
棟
焼
き
か
ら
も
皆ひ
た
つ
ら焼
風
と

い
っ
て
よ
い
。
小
沸
つ
い
て
匂
い
深
く
、
砂
流
し
さ
か
ん
に

か
か
る
。
帽
子
、
乱
れ
込
ん
で
先
き
大
丸
で
掃
き
か
け
、
返

り
は
長
く
、
鎺
元
ま
で
強
い
棟
焼
き
と
な
る
。

　

南
北
朝
期
を
代
表
す
る
山
城
鍛
冶
は
、
了
戒
の
流
れ
を
汲

む
信
国
派
と
、
も
う
一
つ
は
長
谷
部
派
で
あ
る
。
後
者
は
国

重
・
国
信
が
著
名
で
あ
り
、
特
に
長
い
太
刀
に
お
い
て
は
国

信
の
ほ
う
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
作
風
は
特
徴
あ
る
も
の

で
、
同
時
代
の
相
州
広
光
・
秋
広
と
同
じ
く
皆
焼
刃
を
得
意

と
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
の
た
れ
に
互
ノ
目
主
体
の
刃

取
り
で
あ
り
、
帽
子
が
丸
く
、
返
り
を
際
立
っ
て
長
く
焼
き

下
げ
る
。
ま
た
柾
が
刃
寄
り
と
棟
寄
り
に
見
ら
れ
る
の
が
鍛

え
の
手
癖
で
あ
る
。
本
作
は
無
銘
で
あ
る
が
ま
さ
に
掟
通
り

の
作
風
で
、
拵
も
品
の
よ
い
合
口
拵
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、

い
か
に
も
古
刀
の
短
刀
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

銀
台
金
鍍
金
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
七
〇
（70）
万
円

白
出
鮫
黒
呂
塗
鞘
短
刀
合
口
拵　
︿
黒
漆
塗
角
﹀︿
目

貫
﹀
桐
紋
二
双
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　
︿
小
柄
﹀

一
路
平
安
図　

素
銅
磨
地　

金
・
銀
・
赤
銅　

高
彫
色
絵　

︿
柄
﹀
白
出
鮫
（
拵
の
総
長　

四
四
㎝
）
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
無
銘
　
大や

ま
と和
志し

づ津

（
南
北
朝
前
期
―
大
和
）

	
	

　
　
　
　
　
約
六
七
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
八
寸
五
分
強
（
56
㎝
強
）
反
り
五
分
強

元
巾
一
寸
　
先
巾
八
分
　
重
ね
二
分

　

大
磨
上
げ
な
が
ら
長
寸
の
脇
差
で
、
身
巾
広
め
に
重
ね
薄

く
、
元
先
の
巾
差
少
な
く
腰
で
反
り
、
先
反
り
も
つ
い
て
大

切
先
。
表
裏
に
棒
樋
と
添
え
樋
を
掻
き
堂
々
と
し
て
美
し
い

姿
。
地
鉄
、
板
目
に
杢
を
交
え
て
よ
く
つ
み
、
刃
寄
り
に
流

れ
交
じ
り
、
地
沸
細
か
く
つ
い
て
地
景
入
る
。
刃
文
、
焼
き

低
め
の
直
ぐ
調
に
浅
い
の
た
れ
を
交
え
、
小
沸
つ
き
、
ほ
つ

れ
・
二
重
刃
・
喰
違
い
刃
等
入
り
、
砂
流
し
こ
ま
か
に
か
か

り
匂
い
口
明
る
い
。
帽
子
、
浅
く
の
た
れ
大
丸
調
に
返
る
。

　

鎌
倉
末
期
の
大
和
手
掻
派
の
鍛
冶
・
包か
ね
う
じ氏

と
い
う
刀
工
が
、

美
濃
に
移
っ
て
兼
氏
と
改
銘
し
、
志
津
三
郎
と
号
し
て
美
濃

刀
の
祖
と
な
る
。
大
和
志
津
と
は
、
本
来
は
こ
の
包
氏
が
大

和
に
い
た
時
の
作
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
志
津
に
同
行
せ

ず
大
和
に
残
留
し
た
者
に
も
包
氏
を
名
乗
る
工
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
を
含
め
て
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
、
そ
の
一
門
や
弟
子
た

ち
を
一
括
し
て
指
す
言
葉
と
な
っ
た
。
本
作
は
の
た
れ
調
刃

文
の
大
和
志
津
の
典
型
的
作
風
で
地
・
姿
と
も
優
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

重
要
刀
剣
（
平
成
30
年
・
第
64
回
）

　
　
　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘
　
　
二
二
〇

（220）
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
九
州
同ど

う
だ
ぬ
き
こ
う
づ
け
の
す
け

田
貫
上
野
介

（
文
禄
―
肥
後
）

	
	

桃
山
時
代
　
約
四
三
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
二
寸
九
分
強（
69
・
４
㎝
）反
り
六
分
弱

元
巾
一
寸
五
厘
　
先
巾
七
分
八
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

わ
ず
か
に
区ま
ち

を
送
る
も
定
寸
で
、
身
巾
広
く
重
ね
厚
く
、

鎬
高
く
反
り
深
く
つ
き
、
中
切
先
の
延
び
る
頑
丈
な
姿
。
地

鉄
、
板
目
に
柾
ご
こ
ろ
を
交
え
、
よ
く
錬
れ
て
地
沸
が
厚
く

つ
く
。
刃
文
、
焼
き
巾
広
め
の
互
ノ
目
に
の
た
れ
や
小
乱
れ

交
じ
り
、
沸
づ
き
、
ほ
つ
れ
や
砂
流
し
さ
か
ん
に
か
か
る
。

帽
子
、
乱
れ
込
ん
で
掃
き
か
け
か
か
り
、
返
り
長
い
。

　

人
気
の
高
い
同
田
貫
の
刀
で
、
今
で
は
多
言
を
要
す
る
ま

で
も
な
く
刀
の
代
名
詞
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
一
派
の
最

盛
期
は
加
藤
清
正
公
時
代
で
、
そ
の
中
心
が
本
作
の
上
野
介

正
国
で
あ
る
。
こ
の
一
派
に
は
豪
快
な
刀
と
と
も
に
、
二
尺

有
余
の
大
身
槍
・
薙
刀
も
多
く
、
い
か
に
も
武
張
っ
た
も
の

で
あ
る
。
本
刀
は
同
田
貫
で
も
上
作
の
品
で
、
佐
藤
寒
山
博

士
の
鞘
書
が
あ
る
の
だ
が
ほ
と
ん
ど
消
さ
れ
て
お
り
、
た
だ

一
番
下
に
「
宇
垣
纏
中
将
よ
り
拝
領
」
と
だ
け
残
る
。
太
平

洋
戦
争
時
の
連
合
艦
隊
参
謀
長
の
名
で
、
な
る
ほ
ど
そ
う
い

う
人
の
手
に
あ
っ
た
の
か
と
十
分
に
頷
け
る
優
刀
で
あ
る
。

　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り
（
消
え
か
か
っ
て
い
る
）

　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘
　
　
二
八
〇

（280）
万
円
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鐔
　
寿
翁
（
花
押
）／
四
子
隆
生
　
復
卦
之
年

達
磨
透
し
図
　
鉄
地
　
撫
で
木
瓜
形
　
透
し
彫
　
肉
彫
　
金
・
銀
・
素
銅
象
嵌
色
絵
　
耳
・
金
象
嵌

　

独
特
の
羊
羹
の
よ
う
な
色
合
い
の
鉄
地
に
、
耳
際
を
雲
形
に
鋤
残
し
、
洞
窟
に
籠
り
修
行
す
る
禅

宗
の
祖
・
達
磨
大
師
を
肉
彫
し
て
透
か
す
。
大
師
の
顔
と
払
子
を
銀
色
絵
、
か
ぶ
る
緋
衣
を
素
銅
色

絵
す
る
。
耳
輪
と
草
を
金
色
絵
し
、
中な
か
ご心

孔
の
上
下
の
素
銅
口
紅
に
金
砂
子
象
嵌
。
鐔
耳
に
「
岸
石

ニ　

窮
屈
ヲ
ス
ル
達
磨
ド
ノ
イ
カ
井
尊
者
ト
気
ノ
毒
ニ
候
」
と
、一
休
禅
師
の
狂
歌
を
金
象
嵌
す
る
。

　

寿
翁
・
田
中
清
寿
は
東
龍
斎
派
の
祖
で
、
文
化
元
年
生
。
正
乗
（
後
藤
清
乗
の
門
人
）
の
門
人
と

古
書
に
記
し
、
河
野
春
明
に
有
縁
。
後
年
に
「
東
龍
斎
風
」
と
称
す
る
洒
脱
な
彫
技
を
生
み
出
し
江

戸
で
一
派
を
成
す
。
多
く
の
子
弟
を
養
成
し
明
治
九
年
73
歳
で
没
。
銘
文
の
四
子
隆
生
復
卦
之
年
の

復
卦
は
八
卦
（
易
占
い
）
の
陽
が
一
つ
の
形
で
「
一
陽
来
復
」
に
通
じ
、
も
と
に
戻
る
意
か
ら
還
暦

を
表
し
清
寿
61
歳
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。
本
作
は
「
西
の
一
乗
、
東
の
清
寿
」
と
称
さ
れ
、
江
戸
の

通
人
に
絶
大
の
人
気
が
あ
っ
た
幕
末
の
名
工
・
清
寿
の
江
戸
趣
味
あ
ふ
れ
る
傑
作
鐔
。
作
域
は
と
も

か
く
、
一
乗
に
比
べ
る
と
清
寿
の
作
品
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
ま
た
小
ぶ
り
な
鐔
が
彼
の
本
分
で
も

あ
る
。
幕
末
。

◆
縦
六
八
・
七
㎜　

横
六
二
・
三
㎜　

厚
さ
四
・
六
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
二
四
〇

（240）
万
円

和
歌
に
桜
花
図
　
赤
銅
磨
地
　
毛
彫
　
高
彫
　
金
象
嵌
色
絵

裏
・
赤
銅
磨
地

　

漆
黒
の
赤
銅
磨
地
に
金
で
桜
の
花
を
二
輪
散
し
、
片
方
は

高
彫
、
も
一
つ
を
平
象
嵌
。
そ
れ
ぞ
れ
に
小
さ
く
花
弁
も
散

ら
し
上
部
に
は
霞
を
線
象
嵌
す
る
。
中
央
、
二
行
の
毛
彫
の

和
歌
が
本
作
の
主
題
で
、
本
居
宣
長
の
「
志し

き紀
島し
ま

の
や
ま
と

心
を
人
と
は
婆ば

あ阿
さ
日
に
に
ほ
ふ
山
左さ

く九
ら
波ば

な那
」
を
流
麗

に
彫
る
。
裏
の
銘
も
「
命
奉
…
」
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
か

ら
た
だ
も
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
は
謹
直
な
楷
書
で
あ
る
。

　

勝
平
は
水
戸
金
工
の
祖
・
谷
田
部
通
寿
の
弟
子
・
篠
崎
勝

国
の
系
統
で
、
天
保
15
年
、
40
歳
か
ら
藩
の
御
用
彫
物
師
と

な
っ
た
。
江
戸
後
期
に
隆
盛
を
極
め
る
水
戸
金
工
で
あ
る
が
、

こ
の
勝
平
に
至
っ
て
そ
の
堅
実
華
麗
な
作
風
で
江
戸
・
京
の

一
流
金
工
に
も
負
け
な
い
作
品
を
生
み
出
す
よ
う
に
な
る
。

本
作
は
出
来
も
よ
い
が
和
歌
と
銘
文
が
特
別
で
、
当
時
水
戸

の
国
学
的
史
観
の
空
気
を
如
実
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
戊

と
あ
る
の
で
明
治
元
年
戊
辰
の
十
年
前
）。
幕
末
。

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
四
十
五
（45）
万
円

小
柄
　
命
奉
安
政
五
戊
午
孟
春
水
府
住
萩
谷
勝か

つ
ひ
ら平
刻

●
価
格
は
海
外
か
ら
�
漢
数
字
は
分
ら
な
い
と
い
わ
れ
�
算
用
数
字
も
入
れ
ま
し
た
�
ご
了
承
く
だ
さ
い
�

耳
の
金
象
嵌

反
対
側
に
も
あ
る

文
字
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
撮
影
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小道具写真は原寸です

鐔
　
長
州
萩
之
住
　
金
子
善
左
衛
門
／
清き
よ
ま
さ正
作

牡
丹
透
し
図
　
鉄
地
　
変
り
撫
角
形
　
肉
彫
透
し
　
金
・
銀
布
目
線
象
嵌
　
金
点
色
絵
　
耳
・
角

耳
小
肉

　

鉄
地
に
牡
丹
花
を
大
図
で
精
巧
に
肉
彫
透
し
す
る
大
作
で
あ
る
。
花
弁
の
一
枚
一
枚
に
花
脈
を

し
っ
か
り
と
毛
彫
し
、
花
弁
の
縁
は
肉
彫
風
に
し
て
花
弁
の
重
り
に
陰
影
を
つ
け
、
金
点
色
絵
を

散
ら
し
て
露
を
置
く
牡
丹
花
の
瑞
々
し
さ
を
表
現
す
る
。
葉
は
葉
脈
を
金
線
象
嵌
と
目
立
た
な
い

が
銀
線
象
嵌
し
、
葉
の
表
裏
を
巧
み
に
描
く
。

　

清
正
は
長
州
鐔
を
代
表
す
る
家
系
の
一
つ
、
幸
重
を
祖
と
す
る
金
子
家
の
四
代
目
。
作
風
は
父

祖
と
似
て
肉
彫
地
透
し
の
工
法
が
多
く
丁
寧
で
、
中
井
友
恒
と
並
ぶ
上
手
で
あ
る
。
長
州
鐔
は
藩

の
政
策
も
あ
り
、
規
格
的
な
作
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
本
作
は
特
別
に
大
き
く
、
構
図
が
よ
く
て

手
が
込
ん
で
お
り
、
清
正
が
思
い
の
た
け
を
駆
使
し
た
入
念
作
と
い
え
よ
う
。
江
戸
後
期
。

◆
縦
九
三
・
九
㎜　

横
九
一
・
三
㎜　

厚
さ
五
・
二
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
二
十
八
（28）
万
円

小
柄
　
如じ

�
ち
く竹
門
人
　
則の

り
と
ら虎

猛
虎
図
　
赤
銅
縮
緬
石
目
地
　
高
彫
　
片
切
彫
　
毛
彫
　
金

色
絵
　
裏
・
赤
銅
磨
地

　

ご
く
こ
ま
か
な
赤
銅
縮
緬
石
目
地
に
、
堂
々
と
し
た
猛
虎

を
高
々
と
据
紋
し
金
色
絵
す
る
。
隆
々
た
る
虎
の
胴
体
を
片

切
彫
と
こ
ま
か
い
毛
彫
で
力
強
く
表
す
。
虎
の
目
つ
き
は
鋭

く
、
い
ど
む
よ
う
な
姿
で
、
今
に
も
雄
叫
び
を
あ
げ
て
飛
び

掛
か
り
そ
う
な
迫
力
で
あ
る
。

　

本
作
・
則
虎
の
師
匠
は
村
上
如
竹
。
天
明
ご
ろ
の
江
戸
の

名
工
で
、
蝶
、
蜻
蛉
な
ど
の
据
文
・
平
象
嵌
な
ど
で
よ
く
知

ら
れ
る
。
弟
子
に
正
則
や
こ
の
則
虎
な
ど
が
い
て
一
派
を
な

す
。
今
回
の
作
に
見
る
縮
緬
石
目
地
と
は
た
い
へ
ん
手
間
が

か
か
り
、
こ
の
派
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
ま
た
主
題
を

大
模
様
に
据
文
象
嵌
す
る
の
も
特
色
で
あ
る
。
江
戸
後
期
。

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
二
十
八
（28）
万
円
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鐔
　
無
銘
　
京
献
上

桐
鳳
凰
図　

鉄
磨
地　

撫
角
形　

金

布
目
象
嵌　

耳
・
角
耳
小
肉
金
象
嵌

　

鉄
磨
地
に
、
地
が
見
極
め
ら
れ
な

い
ほ
ど
絢
爛
豪
華
に
桐
鳳
凰
図
を
金

布
目
象
嵌
す
る
。
ま
た
桐
・
鳳
凰
と

も
に
そ
の
特
徴
を
細
密
に
線
彫
し
て

い
る
。
鳳
凰
は
想
像
上
の
瑞
鳥
で
梧

桐
に
宿
り
、
竹
の
実
を
食
し
、
醴
泉

を
飲
み
、
優
れ
た
治
世
の
兆
し
と
し

て
出
現
す
る
と
い
う
。

　

献
上
鐔
に
は
諸
説
あ
る
が
、
作
品

は
ほ
と
ん
ど
無
銘
で
、
鉄
地
に
濃
密

な
金
布
目
象
嵌
を
施
し
、
京
や
阿
波

の
正
阿
弥
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
鐔
は
こ
の
流
派
の
典
型
的
な
作

で
あ
り
、
金
象
嵌
の
剥
落
も
な
く
、

耳
に
ま
で
金
象
嵌
を
施
し
て
入
念
で

出
来
が
よ
い
。
図
の
桐
鳳
凰
と
い
う

の
も
献
上
鐔
と
い
う
名
に
ま
こ
と
に

ふ
さ
わ
し
い
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
六
七
・
四
㎜　

横
六
一
・
九
㎜

　

厚
さ
四
・
五
㎜

　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　

上
製
箱
入
り
　
　
三
〇
（30）
万
円

小
柄
　
平
田
春は

る
な
り就

（
花
押
）

束
ね
熨の

し斗
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
高
彫
　
金

色
絵
　
裏
・
哺
金
時
雨
鑢

　

目
の
詰
ん
だ
赤
銅
七
々
子
地
に
熨の
し
あ
わ
び

斗
鮑
図

を
高
彫
し
、
色
合
い
を
変
え
た
金
で
そ
れ
ぞ

れ
色
絵
す
る
。
熨
斗
の
一
部
に
傷
を
彫
り
入

れ
る
な
ど
リ
ア
ル
に
描
く
。
熨
斗
は
鮑
の
皮

を
薄
く
桂
剥む

き
し
、
引
き
伸
ば
し
て
乾
燥
さ

せ
る
。
そ
れ
を
束
ね
て
神
事
の
供
え
物
や
儀

式
用
の
肴
に
用
い
た
が
、
の
ち
に
伸
ば
す
行

為
か
ら
「
延
」=

永
続
の
意
を
こ
め
て
贈
答

品
に
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
田
春
就
は
七し
っ
ぽ
う宝

の
平
田
家
の
八
代
目
。

家
督
相
続
し
彦
四
郎
を
襲
名
、
徳
川
幕
府
か

ら
七
宝
工
と
し
て
扶
持
を
支
給
さ
れ
る
。
一

子
相
伝
の
七
宝
の
技
法
の
ほ
か
に
、
安
田
家

に
彫
金
を
学
び
、
高
彫
・
色
絵
の
技
法
で
精

巧
な
鐔
・
小
柄
を
作
る
な
ど
平
田
派
と
し
て

は
珍
し
く
、
ま
た
多
才
な
工
で
あ
る
。
天
保

十
一
年
六
月
没
。
本
作
は
意
匠
に
優
れ
、
格

調
高
い
小
柄
で
あ
る
。
江
戸
後
期
。　
　
　

　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
二
十
五
（25）
万
円



13 古赤坂の厚手の耳

鐔
　
越
前
住
　
記き

内な
い

作

能
面
透
し
図
　
鉄
地
　
変
り
椀
形
　
肉
彫
透
し
　
耳
・
肉
彫

　

鍛
え
の
よ
い
椀
形
の
鉄
地
に
能
・
狂
言
の
面
を
五
面
肉
彫

透
し
す
る
。
鐔
裏
に
特
徴
が
あ
り
、
面
の
裏
側
を
く
り
ぬ
き
、

目
に
孔
を
あ
け
て
紐
を
絡
ま
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
を
結
ぶ
よ

う
に
し
て
い
る
。
能
面
の
般
若
・
小
面
・
中
将
、
顎
髭
が
あ

る
翁
、
そ
し
て
狂
言
面
の
ギ
ョ
ロ
目
の
賢
徳
を
、
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
を
ふ
ま
え
リ
ア
ル
に
彫
る
。

　

記
内
は
越
前
鐔
の
代
表
工
。
六
代
続
く
と
い
う
が
代
別
は

難
し
い
。
一
般
に
記
内
は
鐔
裏
に
銘
を
切
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
本
作
は
椀
形
で
鏨
が
打
ち
づ
ら
か
っ
た
の
か
銘
の

線
が
細
く
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
能
面
透
し
は
記
内
を
代
表

す
る
図
柄
で
、
鐔
愛
好
家
に
は
広
く
知
ら
れ
る
。
お
面
を
彫

る
た
め
鐔
ま
で
浅
い
椀
形
に
す
る
な
ど
は
、
手
に
と
っ
て
み

な
い
こ
と
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
後
期
。

◆
縦
七
五
・
八
㎜　

横
七
四
・
六
㎜　

厚
さ
五
・
五
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
三
〇
万
（30）
円

鐔
　
無
銘
　
古
赤
坂

竹
透
し
図
　
鉄
地
　
丸
形
　
透
し
彫
　
毛
彫
　
耳
・
丸
耳

　

鉄
錆
良
好
な
地
に
力
強
く
竹
を
透
か
す
。
厚
み
が
あ
り
耳

際
の
繋
ぎ
の
肉
取
り
が
頑
丈
で
、
図
柄
の
構
図
が
良
い
。
簡

潔
に
太
い
竹
幹
を
中
央
に
陽
彫
り
、
雨
に
打
た
れ
た
折
れ
枝

や
葉
を
陰
透
し
す
る
。
こ
の
図
は
好
ま
れ
、
後
代
の
作
に
も

よ
く
見
ら
れ
る
が
、
代
が
下
が
る
に
し
た
が
い
耳
や
透
し
の

線
が
細
く
な
る
。

　

京
か
ら
江
戸
の
郊
外
・
赤
坂
に
移
り
住
み
、
尾
張
鐔
の
強

靭
さ
と
京
透
し
の
精
巧
さ
、
肥
後
鐔
の
作
風
を
も
自
派
に
と

り
い
れ
た
赤
坂
派
の
初
代
か
ら
二
代
の
作
と
思
わ
れ
、
保
存

証
で
古
赤
坂
に
極
ま
る
鐔
。
赤
坂
派
は
鉄
味
良
好
に
図
柄
の

斬
新
さ
で
そ
の
地
位
を
確
立
し
た
。
江
戸
前
期
。

◆
縦
八
一
・
二
㎜　

横
七
九
・
七
㎜　

厚
さ
七
・
三
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
十
八
（18）
万
円
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小
柄
　
一い

�
き
ん琴

（
花
押
）

柳
下
時ほ
と
と
ぎ
す鳥
図
　
四
分
一
磨
地
　
高
彫
　
甲
鋤
・
毛
彫
　
金
・

銀
象
嵌
色
絵
　
裏
・
赤
銅
磨
地
時
雨
鑢

　

落
ち
着
い
た
色
合
い
の
四
分
一
地
に
、
柳
の
下
に
飛
ぶ
時

鳥
を
高
彫
す
る
。
枝
垂
れ
る
柳
の
枝
は
力
強
く
甲
鋤
彫
し
、

時
鳥
は
小
さ
く
高
彫
金
銀
色
絵
、
毛
彫
で
翼
の
羽
毛
を
し
っ

か
り
と
彫
る
。
時
鳥
の
下
方
に
は
金
砂
子
象
嵌
で
光
る
水
面

か
、
あ
る
い
は
初
夏
の
晴
れ
や
か
な
空
気
感
を
描
く
。
裏
は

赤
銅
で
表
裏
の
地
金
を
変
え
、
手
の
込
ん
だ
仕
立
て
で
あ
る
。

　

一
琴
は
船
田
氏
。
文
化
九
年
、
出
羽
国
庄
内
生
。
幼
少
時

に
養
父
・
熊
谷
義
信
に
彫
技
を
学
ぶ
。
15
歳
の
時
に
父
に
従

い
江
戸
に
出
て
義
信
の
師
で
あ
る
熊
谷
義
之
に
師
事
す
る
。

文
政
11
年
、
17
歳
の
時
に
後
藤
一
乗
の
弟
子
と
な
り
、
天
保

九
年
27
歳
で
「
一
」
の
字
を
許
さ
れ
「
一
琴
」
と
名
乗
る
。

庄
内
藩
の
抱
え
工
と
な
り
江
戸
と
庄
内
を
往
復
し
て
弟
子
を

養
成
す
る
。
橋
本
一
至
と
と
も
に
京
の
後
藤
一
乗
門
下
の
双

璧
を
な
す
。
文
久
三
年
52
歳
没
。

　

今
回
の
図
は
誠
に
よ
い
。
幕
末
の
京
の
空
気
感
が
鮮
や
か

に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
一
琴
の
作
風
は
、
得
意
の
甲
鋤
彫

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
豪
快
で
お
お
ら
か
な
男
性
的
な
面
が

強
調
さ
れ
、
本
作
は
銘
こ
そ
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
絵

心
も
素
晴
ら
し
く
、
現
在
で
は
一
乗
門
下
随
一
の
優
工
と
の

評
価
を
得
て
い
る
の
も
納
得
が
い
く
。
幕
末
。

　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
八
十
五
（85）
万
円

鐔
　
無
銘
　
稲
川
派

群
馬
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
木
瓜
形
　
高
彫

金
・
銀
色
絵
　
耳
・
角
耳
小
肉
　
七
々
子
打
ち

　

赤
銅
七
々
子
地
に
群
馬
を
高
彫
す
る
。
金
色
絵

の
馬
と
赤
銅
に
銀
色
絵
を
入
れ
た
馬
が
計
十
頭
、

さ
ま
ざ
ま
な
姿
で
の
び
や
か
に
群
れ
遊
ん
で
い
る
。

馬
の
た
て
が
み
や
尾
、
筋
肉
に
毛
彫
を
入
れ
躍
動

感
あ
ふ
れ
る
。

　

稲
川
派
は
柳
川
直
政
の
高
弟
と
し
て
腕
を
磨
き
、

の
ち
に
一
家
を
興
し
、
名
人
上
手
と
し
て
そ
の
名

が
聞
こ
え
た
稲
川
直
克
に
代
表
さ
れ
る
。
赤
銅

七
々
子
地
に
高
彫
色
絵
の
工
法
で
、
極
め
て
堅
実

で
穏
健
な
作
風
で
あ
る
。
本
作
も
柳
川
の
流
儀
を

忠
実
に
踏
ま
え
、
耳
に
も
き
ち
ん
と
七
々
子
を
打

ち
、
た
く
さ
ん
の
馬
を
彫
っ
て
豪
華
で
あ
る
。
江

戸
中
期
。

◆
縦
八
二
㎜　

横
七
五
・
九
㎜　

厚
さ
六
・
七
㎜

　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
二
〇
（20）
万
円
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鐔
　
無
銘
　
吉
岡

桐
紋
透
し
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
木
瓜
形
　
透
し
彫
　
耳
・

肉
彫
金
色
絵

　

鐔
の
耳
際
を
赤
銅
七
々
子
地
に
仕
立
て
、
桐
紋
を
金
色
絵

し
、
唐
草
と
繋
ぎ
、
グ
ル
リ
連
綿
と
肉
彫
と
す
る
。
鐔
の
上

下
に
は
桐
紋
を
透
し
彫
し
、
華
や
か
で
品
格
が
あ
る
。

　

吉
岡
の
初
代
・
重
次
は
京
で
生
ま
れ
、
慶
長
年
間
に
徳
川

家
康
に
召
し
出
さ
れ
る
。
徳
川
幕
府
の
抱
工
と
し
て
権
威
あ

る
家
柄
と
な
り
因
幡
介
の
官
位
を
受
領
し
、
幕
末
の
九
代
・

重
貞
に
い
た
る
ま
で
繁
栄
す
る
。
江
戸
時
代
を
通
じ
、
吉
岡

家
の
主
な
業
務
は
将
軍
家
佩
用
や
贈
答
品
の
太
刀
金
具
の
制

作
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
全
て
無
銘
で
あ
る
。
本
作
も
そ
の
一

つ
で
、
拵
に
装
着
の
時
は
耳
の
装
飾
が
映
え
る
。
吉
岡
の
鐔

の
見
ど
こ
ろ
は
耳
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
江
戸
中
期
。

◆
縦
七
四
・
四
㎜　

横
六
八
・
四
㎜　

厚
さ
五
・
三
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
二
十
八
（28）
万
円

映
え
る
耳
の

金
象
嵌

鐔
　
無
銘
　
水
戸

九
曜
紋
散
し
図
　
鉄
地
　
葵
木
瓜
形
　

鋤
出
彫
　
小
透
し
　
金
象
嵌
　
耳
・
鋤

残
し
三
つ
棟

　

ま
こ
と
に
大
き
な
太
刀
鐔
で
、
鉄
地

に
中
央
の
大
切せ
っ
ぱ羽

部
分
は
少
し
高
く
彫

っ
て
七
々
子
を
う
ち
、
周
囲
は
鉄
磨
地
。

そ
こ
に
金
象
嵌
で
九
曜
紋
を
表
に
八
つ
、

裏
に
二
つ
入
れ
る
。
金
色
が
鮮
や
か
で

落
ち
は
一
切
な
い
。
中
央
の
七
々
子
も

ガ
ッ
チ
リ
む
ら
な
く
彫
っ
て
あ
る
が
地

が
鉄
で
あ
る
の
で
さ
ぞ
や
大
変
な
こ
と

で
あ
っ
た
ろ
う
。
時
代
は
江
戸
後
期
と

見
ら
れ
る
の
で
太
刀
鐔
で
あ
っ
て
も

新
々
刀
の
半
太
刀
拵
用
に
作
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
こ
の
特
大
の

大
き
さ
に
も
納
得
が
い
く
。
九
曜
紋
は

熊
本
の
細
川
家
な
ど
、
平
氏
良
文
流
で

の
氏
族
が
多
く
使
用
す
る
。
そ
れ
ら
の

家
門
ま
た
は
連
枝
の
武
士
か
ら
の
注
文

品
と
思
わ
れ
る
。

　

鑑
定
書
で
水
戸
に
極
め
ら
れ
た
。
水

戸
は
江
戸
後
期
の
斉
昭
の
頃
か
ら
藩
の

支
援
策
も
あ
っ
て
、
金
工
た
ち
は
大
い

に
栄
え
た
。
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
繁
栄
ぶ
り
は
諸
国
を
圧
倒
し
て
お
り
、

近
代
彫
金
の
母
体
の
一
つ
と
な
る
。幕
末
。

◆
縦
一
〇
四
・
四
㎜　

横
九
七
・
七
㎜

　

厚
さ
四
・
六
㎜

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

上
製
箱
入
り
　
　
十
八
万
五
千

（18.5）
円

鐔
　
無
銘
　

桐
紋
透
し
図
　
赤
銅
七
々
子
地
　
木
瓜
形
　
透
し
彫
　
耳
・

15
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鐔
　
七
十
叟
守も
り
へ
い平

（
花
押
）
昭
和
四
十
四
年
己
酉
長
月

雷
公
の
図
　
素
銅
磨
地
　
障あ
お
り泥

形
　
金
・
銀
・
赤
銅
平
象
嵌

片
切
彫
　
薄
髙
彫
　
耳
・
打
返
し

　

磨
き
あ
が
っ
た
素
銅
地
に
大
き
な
雷
神
を
力
強
く
彫
る
。

雷
神
の
体
の
輪
郭
を
し
っ
か
り
と
毛
彫
し
薄
高
彫
を
加
え
て

赤
銅
色
絵
す
る
。
角つ
の

、
飛
び
出
し
た
眼
の
白
目
、
手
に
持
つ

桴ば
ち

の
先
端
や
足
輪
を
金
色
絵
し
、
目
玉
は
赤
銅
、
歯
は
銀
色

絵
、
口
中
は
素
銅
、
背
負
う
太
鼓
は
金
と
赤
銅
に
す
る
な
ど

色
金
使
い
が
巧
み
で
あ
る
。
ま
た
鋭
い
片
切
彫
で
髪
な
ど
雷

神
の
風
圧
を
表
現
す
る
。
裏
は
急
な
雨
に
見
舞
わ
れ
駆
け
足

す
る
旅
装
束
の
武
士
を
毛
彫
し
、
雷
公
を
称
え
る
物
外
和
尚

の
賛
を
金
平
象
嵌
す
る
。
武
士
の
背
の
、
丸
に
二
の
字
の
家

紋
を
小
さ
く
銀
平
象
嵌
す
る
な
ど
こ
ま
か
い
。

　

柳
川
守
平
は
昭
和
を
代
表
す
る
現
代
金
工
。
明
治
32
年
、

東
京
生
ま
れ
。
14
歳
の
時
に
豊
川
光
長
の
門
人
・
吉
岡
光
重

に
学
び
、
後
に
二
代
・
豊
川
光
長
の
門
人
と
な
る
。
は
じ
め

光
雄
と
名
乗
り
、
独
立
後
に
守
平
と
改
め
る
。
昭
和
46
年
72

歳
没
。
本
作
は
70
歳
の
晩
年
の
力
作
。
千
葉
県
市
川
市
真
間

に
住
み
、
号
は
一
有
子
・
真
柳
叟
・
不
老
叟
な
ど
を
使
っ
た
。

現
代
。

◆
縦
八
六
・
六
㎜　

横
八
十
・
九
㎜　

厚
さ
四
・
二
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
箱
入
り
　
　
七
十
五
（75）
万
円

大きな共箱

小
柄
　
無
銘
　
平
田

束
ね
蓮
図　

鉄
磨
地　

金
線
七
宝
象
嵌

　

鉄
地
に
蓮
花
と
葉
を
束
ね
た
図
を
金
線
七
宝
象
嵌
す
る
。

蓮
の
茎
、
花
弁
と
葉
の
葉
脈
の
輪
郭
を
金
線
で
区
切
り
、
あ

い
だ
の
く
ぼ
み
を
青
金
・
赤
金
な
ど
、
色
彩
豊
か
に
七
宝
象

嵌
す
る
。
平
田
十
代
・
春
行
に
同
図
が
あ
る
。

　

江
戸
時
代
、
幕
府
の
抱
え
工
と
し
て
一
子
相
伝
で
受
け
継

が
れ
た
七
宝
の
技
術
は
、
明
治
以
降
、
勲
章
・
賞
牌
・
装
身

具
な
ど
、
日
本
の
大
き
な
産
業
と
な
っ
た
。
銀
座
当
店
の
近

く
に
も
安
藤
七
宝
店
と
い
う
大
き
く
立
派
な
お
店
が
あ
っ

た
。
幕
末
。

　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
刀
装
具
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　

上
製
落
し
箱
入
り
　
　
二
〇
（20）
万
円

拡大
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全
身
を
除
い
て
原
寸

脇
差
　
於
南
紀
重し

げ
く
に国
造
之

（
元
和
│
紀
伊
）

	
	

江
戸
初
期
　
約
三
八
五
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
三
寸
三
分
（
40
・
３
㎝
）
反
り
三
分
　

元
巾
一
寸
七
厘
　
先
巾
七
分
九
厘
　
重
ね
二
分
四
厘

　

長
さ
は
小
ぶ
り
な
脇
差
と
も
い
え
る
が
、
身
巾
広
く
、
重

ね
厚
く
重
量
が
あ
り
、
鎬
高
く
棟
を
卸
し
、
先
反
り
つ
い
て
、

中
切
先
の
力
強
い
姿
。
地
鉄
、
板
目
に
流
れ
交
わ
り
、
強
く

肌
立
ち
、
地
沸
つ
い
て
地
景
入
り
、
黒
ず
ん
だ
鉄
色
と
な
り
、

表
裏
に
大
板
目
肌
が
顕
著
に
現
れ
、
表
裏
共
に
沸
映
り
が
た

つ
。
刃
文
、
小
沸
づ
い
た
中
直
刃
に
浅
い
の
た
れ
交
じ
り
、

匂
い
深
く
処
々
に
喰
違
い
や
小
互
ノ
目
を
交
え
、
砂
流
し
や
、

足
入
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
、
わ
ず
か
に
掃
き
か
け
る
。

　

重
国
は
慶
長
年
間
に
徳
川
家
康
に
仕
え
て
駿
府
（
現
静
岡

市
）
に
お
い
て
作
刀
し
、
そ
の
後
元
和
五
年
、
家
康
の
第
十

子
徳
川
頼
宣
に
従
っ
て
紀
州
和
歌
山
へ
移
住
し
た
。
名
誉
の

工
で
あ
り
、
腕
前
も
新
刀
最
上
作
に
列
せ
ら
れ
る
。
作
風
は

大
和
手
掻
を
彷
彿
と
さ
せ
る
直
刃
の
作
と
、
相
州
上
工
の
作

を
範
に
と
っ
た
乱
れ
刃
が
あ
る
。
本
作
は
姿
も
出
来
も
前
者

の
作
風
で
、
刃
の
沸
づ
き
深
く
、
地
の
う
ね
る
よ
う
な
板

目
・
杢
目
の
現
れ
方
は
出
色
な
も
の
が
あ
る
。
康
継
・
繁
慶

と
並
ぶ
名
誉
の
工
で
、
古
く
か
ら
名
声
高
く
、
本
作
の
地
刃

の
出
来
ば
え
か
ら
も
そ
の
評
価
は
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
一
五
〇

（150）
万
円
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刀
　
肥
前
国
住
藤
原
忠た

だ
ひ
ろ広

（
初
代
銘
）

（
寛
永
―
肥
前
）

	
	

江
戸
初
期
　
三
九
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
四
寸
八
分
（
75
・
１
㎝
）
反
り
五
分
　

元
巾
一
寸
強
　
先
巾
六
分
六
厘
　
重
ね
二
分
一
厘

　

ご
く
長
寸
で
、
身
巾
や
や
細
め
に
反
り
浅
く
、
重
ね
頃
合

い
に
中
切
先
の
す
ら
り
と
し
た
姿
。
地
鉄
、
小
板
目
が
よ
く

つ
ん
で
錬
れ
、
地
景
細
か
く
入
り
、
地
沸
厚
く
つ
い
て
強
い

地
鉄
と
な
る
。
刃
文
、
中
直
刃
で
匂
い
深
く
小
沸
よ
く
つ
き
、

喰
違
刃
も
入
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
、
や
や
掃
き
か
け
る
。

　

人
気
高
い
肥
前
・
初
代
忠
吉
の
長
刀
で
あ
る
。
忠
吉
は
初

め
肥
前
国
忠
吉
と
五
字
に
切
り
、
次
に
住
人
忠
吉
銘
を
併
用

す
る
よ
う
に
な
り
、
晩
年
の
元
和
十
年
に
は
武
蔵
大
掾
を
受

領
し
て
銘
を
忠
広
と
改
め
る
。
ま
た
寛
永
七
年
八
月
か
ら

は
、
武
蔵
大
掾
を
冠
し
て
い
な
い
銘
も
見
ら
れ
、
こ
れ
は
献

上
銘
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
藩
主
・
鍋
島
家
か
ら
の
注
文
状

に
武
蔵
大
掾
を
入
れ
ず
に
銘
を
切
る
よ
う
書
き
添
え
て
あ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
作
は
そ
の
一
振
で
、
銘
は
太

く
力
強
く
彫
っ
て
い
る
。
拵
は
黒
色
主
体
の
長
寸
の
半
太
刀

拵
。
地
味
な
よ
う
で
縁
頭
は
鉄
と
銀
と
の
削
継
ぎ
に
す
る
な

ど
大
変
凝
っ
て
お
り
、
名
古
屋
の
旧
家
か
ら
で
た
一
振
で
あ

る
。　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
三
二
〇

（320）
万
円

黒
石
目
塗
鞘
鉄
揃
い
金
具
半
太
刀
拵
︿
揃
い
金
具
=
縁
頭
・
鯉
口
・
足
金
物
・
柏
葉
・
小
尻
﹀
縁
銘
・
柴
田
利
次
（
尾
張
・
江
戸
後
期
）
鉄
荒
石
目
地
（
縁
頭
の
小
縁
は
銀
石
目
。
足
金

物
は
左
右
に
割
れ
る
）︿
目
貫
﹀
龍
図　

金
地　

容
彫
︿
鐔
﹀
螭
龍
・
瑞
雲
図　

鉄
地　

葵
木
瓜
形　

鋤
出
・
鋤
下
彫　

金
布
目
象
嵌
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
総
長　

一
一
〇
㎝
）

全
身
を
除
い
て
原
寸
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脇
差
　
井
上
和
泉
守
国く
に
さ
だ貞

︿
菊
紋
﹀
寛
文
元
年
八
月
日

	
	

（
江
戸
前
期
―
大
坂
）
三
六
三
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
五
寸
（
45
・
４
㎝
）
反
り
二
分
　
元
巾

一
寸
一
厘
　
先
巾
七
分
一
厘
　
重
ね
二
分
二
厘

　

や
や
短
め
の
長
さ
の
脇
差
で
、
元
先
の
巾
差
つ
き
、
反
り

浅
く
、
重
ね
頃
合
い
に
切
先
詰
ま
り
ご
こ
ろ
と
い
う
典
型
的

な
寛
文
新
刀
姿
で
、
大
小
の
小
と
思
わ
れ
る
。
地
鉄
、
表
は

小
板
目
調
に
ま
で
つ
み
地
沸
が
細
か
に
つ
く
。
裏
は
中
ご
ろ

に
大
板
目
風
の
柾
を
交
え
て
肌
立
ち
、
力
が
あ
る
。
刃
文
、

小
沸
づ
い
た
互
ノ
目
に
の
た
れ
を
交
え
、
互
ノ
目
の
と
こ
ろ

は
高
く
、
の
た
れ
の
と
こ
ろ
は
低
く
焼
い
て
メ
リ
ハ
リ
が
つ

き
、
刃
中
匂
い
深
く
、
細
か
な
砂
流
し
か
か
り
、
足
が
入
る
。

帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
、
さ
か
ん
に
掃
き
か
け
返
り
は
長
め
。

　

大
坂
新
刀
の
巨
匠
・
井
上
真
改
の
32
歳
の
初
期
作
「
井
上

和
泉
守
国
貞
」
銘
の
優
品
で
あ
る
。
二
代
目
国
貞
は
寛
永
七

年
生
ま
れ
で
初
代
国
貞
の
二
男
。
ち
な
み
に
父
国
貞
は
次
男

の
真
改
を
大
坂
に
残
し
、
長
男
・
国
時
を
郷
里
の
宮
崎
に
寺

の
道
場
を
継
が
せ
る
た
め
に
帰
ら
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本

作
の
翌
年
の
寛
文
二
年
九
月
、
大
地
震
に
よ
っ
て
土
地
が
陥

没
し
、
大
津
波
が
お
こ
り
全
村
が
潰
滅
し
た
と
い
う
。
今
般

の
能
登
地
震
も
あ
っ
て
、
つ
い
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
思
い
出

し
た
。
さ
て
二
代
国
貞
は
腕
前
優
れ
、
父
の
晩
年
の
慶
安
ご

ろ
に
は
父
の
代
作
代
銘
を
な
し
た
と
い
う
。
父
没
後
、
承
応

元
年
に
父
と
同
じ
和
泉
守
を
受
領
し
二
代
目
と
な
る
。
承
応

か
ら
万
治
年
間
は
単
に
「
和
泉
守
国
貞
」
と
銘
し
、
寛
文
元

年
か
ら
十
二
年
ま
で
は
、本
作
の
よ
う
に
井
上
姓
を
冠
す
る
。

寛
文
十
二
年
の
後
半
、
井
上
真
改
と
改
名
（
43
歳
）、
大
坂

正
宗
と
う
た
わ
れ
天
下
の
名
工
と
な
る
。

　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
一
六
〇

（160）
万
円

●
次
頁
に
続
く



20

●
前
頁
・
国
貞
の
全
身

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
（
69
・
６
㎝
）
反
り
七
分
四
厘
　

元
巾
一
寸
七
厘
　
先
巾
七
分
五
厘
　
重
ね
二
分
七
厘

　

長
さ
よ
く
、
身
巾
広
く
腰
反
り
深
く
つ
き
、
棒
樋
を
刻
し

中
切
先
、
重
ね
ご
く
厚
く
重
量
十
分
。
地
鉄
、
小
板
目
に
流

れ
ご
こ
ろ
交
じ
り
、
地
沸
こ
ま
か
に
美
し
く
つ
く
。
刃
文
、

互
ノ
目
に
の
た
れ
交
じ
り
、
小
沸
出
来
で
や
や
締
ま
り
、
刃

中
明
る
い
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
。

　

尾
張
の
剣
聖
・
柳
生
連
也
斎
の
抱
え
鍛
冶
と
し
て
世
に
知

ら
れ
る
秦
光
代
。
初
め
江
戸
の
対
馬
守
橘
常
光
に
つ
き
、
の

ち
尾
張
に
来
て
越
中
守
貞
幸
の
養
子
と
な
る
（
の
ち
不
縁
、

別
家
す
る
）。
よ
っ
て
作
は
尾
張
関
風
が
強
い
。
尾
張
名
物

「
鬼
之
庖
丁
」
と
の
異
名
の
あ
る
異
相
の
脇
差
や
、
連
也
斎

の
終
生
の
差
し
料
で
、
添
え
銘
に
「
か
ご
つ
る
べ
」「
笹
の

露
」
と
あ
る
大
小
は
こ
と
に
有
名
。
本
作
は
光
代
の
傑
作
。

　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　

佐
藤
寒
山
博
士
鞘
書
あ
り

　
　
　
『
新
刀
大
鑑
』
所
載

　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
二
八
〇

（280）
万
円

全
身
を
除
い
て
原
寸

刀
　
肥
後
守
秦は

た
み
つ光
代よ

　
　
以
地
鉄
鎖
作
之

	

（
寛
文
―
尾
張
）
江
戸
前
期

約
三
六
〇
年
前
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槍
　
戸
川
達
富
使
武
蔵
太
郎
安や

す
く
に国
作
之

　
　
血
吸
不
知
骨
宝
永
五
戊
子
年

（
江
戸
中
期
―

武
州
八
王
子
）
三
一
六
年
前

正
三
角
直や
す
り槍

　
穂
長
四
寸
八
分（
14
・
５
㎝
）元
巾
五
分
五
厘

先
巾
四
分
二
厘
　
重
ね
五
分
一
厘
（
全
長
44
・
７
㎝
）

　

短
め
と
は
い
え
キ
リ
っ
と
し
た
姿
の
直
槍
で
、
ケ
ラ
首
短

く
断
面
は
正
三
角
で
極
め
て
立
体
的
で
あ
る
。
地
の
三
面
の

中
央
に
は
細ほ
そ

樋ひ

を
入
れ
る
。
地
鉄
、
小
板
目
が
つ
み
、
地
沸

が
つ
く
。
刃
文
、細
直
刃
で
刃
縁
が
小
沸
で
沸
え
る
。
帽
子
、

直
ぐ
に
小
丸
で
一
つ
の
面
は
掃
き
か
け
る
。

　

安
国
は
武
州
下
原
（
八
王
子
）
の
新
刀
期
に
お
け
る
代
表

工
。
武
蔵
太
郎
安
国
と
い
う
語
呂
の
よ
さ
か
ら
も
、
当
時
か

ら
人
気
工
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
写
さ
れ
た
品
も
多
く
、

識
者
泣
か
せ
の
工
で
も
あ
る
。
そ
し
て
今
回
の
槍
。
安
国
に

槍
な
ど
見
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
二
代
の
年
紀
が
入
り
、

添
え
銘
よ
く
、
出
来
は
な
ま
じ
の
工
の
も
の
で
は
な
い
。
審

査
に
出
し
て
お
い
た
ら
合
格
し
た
。
珍
品
こ
の
上
な
い
。

　
　
　
　

白
鞘　

保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
三
〇
（30）
万
円



22

脇
差
　
長
曽
袮
興
里
入
道
乕こ

徹て
つ

　
　
　
寛
文
十
二
年
八
月
日

（
江
戸
前
期
―
江
戸
）
三
五
二
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
一
尺
六
寸
七
分
半（
50
・
７
㎝
）反
り
四
分
弱

元
巾
九
分
九
厘
　
先
巾
六
分
六
厘
　
重
ね
二
分
五
厘

　

わ
ず
か
に
磨
上
げ
て
中な
か
ご心

先
を
つ
ま
ん
で
い
る
が
、
脇
差

と
し
て
は
頃
合
い
の
長
さ
で
、
反
り
浅
め
に
身
巾
ほ
ど
よ
く
、

先
や
や
狭
ま
り
、
重
ね
厚
く
重
量
が
あ
り
、
中
切
先
で
姿
整

う
。
地
鉄
、
小
板
目
が
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
地
沸
厚
く
つ
い

て
地
景
入
り
、
強
靭
な
鍛
え
と
な
り
冴
え
る
。
刃
文
、
焼
き

刃
の
高
い
直
ぐ
調
に
太
い
足
が
入
り
、
小
沸
よ
く
つ
い
て
匂

い
深
く
、
互
ノ
目
を
交
え
て
数
珠
刃
風
と
な
り
、
明
る
い
。

帽
子
、
横
手
上
で
く
び
れ
込
み
、
直
ぐ
に
小
丸
。

　

江
戸
新
刀
を
代
表
す
る
と
い
う
か
、
現
在
、
人
気
絶
頂
の

長
曽
祢
乕
徹
の
ス
ッ
キ
リ
し
た
脇
差
。
珍
し
く
年
紀
が
入
り
、

寛
文
十
二
年
と
い
う
と
60
歳
少
し
前
の
作
で
あ
る
。
乕
徹
の

大
成
期
は
寛
文
十
年（
57
歳
）か
ら
延
宝
四
年（
63
歳
）と
い
わ

れ
て
い
る
か
ら
ち
ょ
う
ど
そ
の
中
に
入
る
。
刃
文
は
そ
の
こ

ろ
に
よ
く
見
か
け
る
数じ
ゅ
ず珠

刃ば

風
の
典
型
な
も
の
で
、
足
の
太

く
入
る
さ
ま
や
、
く
び
れ
込
ん
だ
帽
子
な
ど
は
い
か
に
も
乕

徹
ら
し
い
。
乕
徹
は
も
と
越
前
の
甲
冑
師
で
、
刀
鍛
冶
に
転

向
し
て
江
戸
に
出
て
き
た
の
は
50
歳
ご
ろ
で
あ
り
、
そ
の
探

究
の
姿
は
現
代
で
も
称
賛
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
本

作
は
磨
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
ず
、
地

刃
は
乕
徹
そ
の
も
の
の
出
来
で
、
年
紀
も
入
り
『
乕
徹
大

鑑
』
に
も
所
載
の
優
品
で
あ
る

　
　
　
　

金
着
二
重
鎺　

白
鞘　
『
乕
徹
大
鑑
』
所
載

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
八
〇
〇

（800）
万
円

全
身
を
除
い
て
原
寸
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●
次
頁
に
続
く

刀
　
奥
和
泉
守
忠た

だ
し
げ重
作

（
宝
永
―
薩
摩
）

	
	

江
戸
中
期
　
約
三
一
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
強
（
69
・
８
㎝
）
反
り
六
分
　
元

巾
一
寸
一
分
二
厘
　
先
巾
七
分
五
厘
　
重
ね
二
分
五
厘

　

長
さ
頃
合
い
に
身
巾
広
く
、
元
先
に
巾
差
や
や
つ
き
、
重

ね
厚
く
反
り
深
く
つ
い
て
ド
ッ
シ
リ
と
し
た
重
量
が
あ
る
。

佩
き
表
に
摩
利
支
尊
天
の
文
字
彫
、
裏
に
梵
字
三
ケ
を
深
鏨

で
刻
す
る
。
地
鉄
、
よ
く
錬
れ
た
柾
目
が
小
板
目
に
ま
で
つ

み
、
地
沸
こ
ま
か
く
よ
く
つ
き
美
し
い
。
刃
文
、
小
沸
づ
い

た
広
直
刃
が
浅
く
の
た
れ
、
二
重
刃
や
喰
違
刃
が
し
き
り
と

か
か
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
先
き
掃
き
か
け
て
小
丸
。

　

忠
重
は
薩
摩
奥
系
の
祖
・
忠
清
の
三
男
。
当
地
で
刀
工
一

家
と
し
て
栄
え
、
高
名
な
奥
大
和
守
元
平
は
こ
れ
よ
り
三
代

下
が
っ
た
と
こ
ろ
の
子
孫
で
あ
る
。
忠
重
は
作
刀
に
熱
心
で

大
坂
に
行
き
越
前
守
助
広
の
門
に
も
入
っ
た
。
没
年
は
享
保

十
年
、
刀
剣
需
要
の
少
な
い
江
戸
中
期
に
あ
た
る
た
め
作
品

の
数
は
少
な
い
が
、
忠
重
の
「
か
ぶ
と
割
り
」
と
い
っ
て
斬

れ
味
は
賞
味
さ
れ
た
。
本
作
は
彫
り
も
あ
っ
て
忠
重
の
傑
作
。

拵
は
幕
末
製
作
の
典
型
的
な
薩
摩
拵
の
優
品
。
金
具
の
作
者

・
平
良
真
は
幕
末
の
薩
摩
刀
工
。
鉄
金
具
造
り
で
質
実
で
あ

る
が
、
鞘
塗
り
が
凝
っ
て
お
り
全
体
に
明
る
い
印
象
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
（
拵
も
同
）　

　
　
　
　
　
　
『
新
刀
大
鑑
』
所
載
　
　
二
三
〇

（230）
万
円

全
身
を
除
い
て
原
寸
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●
前
頁
・
忠
重
の
拵

漆
紋
様
抜
き
薄
茶
石
目
塗
鞘
薩
摩
打
刀
拵

︿
総
金
具
﹀　

縁
に
銘　

平
良
真
／
以
完
栗
鉄
作　

鉄
磨
地

頭
の
猪
目
透
し
に
金
板
貼
り　
︿
鐔
﹀
平
良
真
以
完
栗
鉄
造

／
慶
応
三
年
卯
十
一
月　

水
玉
透
し　

鉄
鎚
目
地　

入
り

木
瓜
形　
︿
柄
﹀
黒
漆
塗
地　

黒
糸
平
巻
（
拵
の
総
長　

一
〇
三
㎝
）　
︿
拵
も
特
保
証
付
﹀

刀
　
粟
田
口
近
江
守
忠た
だ
つ
な綱

　
　
延
宝
二
年
二
月
日

　
　
　
二
ツ
胴
土
壇
越
至
平
地
斬
者
小
松
十
右
衛
門

（
江
戸
前
期
―
大
坂
）
三
五
〇
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
六
分
（
71
・
３
㎝
）
反
り
五
分
二

厘
強
　
元
巾
一
寸
六
厘
　
先
巾
六
分
六
厘
　
重
ね
二
分
五
厘

　

長
さ
よ
く
、
反
り
頃
合
い
で
元
先
に
巾
差
つ
い
て
重
ね
厚

く
重
量
が
あ
り
姿
整
う
。
地
鉄
、
小
板
目
よ
く
錬
れ
、
地
沸

厚
く
つ
い
て
地
景
細
か
に
入
る
。
刃
文
、
焼
き
の
高
い
頭
揃

い
気
味
の
丁
子
刃
、
足
長
く
入
り
、
匂
い
深
く
小
沸
つ
い
て

冴
え
、
長
い
金
筋
・
砂
流
し
か
か
る
。
帽
子
、
直
ぐ
に
小
丸
。

　

元
禄
期
の
大
坂
新
刀
を
代
表
す
る
忠
綱
の
刀
で
あ
る
。

初
・
二
代
あ
り
、
焼
き
頭
の
揃
っ
た
足
の
長
い
丁
子
乱
れ
は

両
者
と
も
得
意
と
す
る
。
本
作
は
地
刃
と
も
に
得
意
の
作
域

の
傑
作
で
あ
る
と
と
も
に
中な
か
ご心

の
截
断
銘
が
よ
い
。
大
坂
新

刀
に
は
珍
し
く
思
う
が
、
さ
す
が
の
斬
れ
味
で
あ
る
。
拵
も

よ
い
金
具
で
揃
え
て
お
り
、
縁
頭
の
仙
台
清
定
は
典
型
作
。

　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　
『
刀
剣
美
術
』
出
題
刀
（
令
和
５
年
11
月
号
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
三
四
〇

（340）
万
円
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全
身
を
除
い
て
原
寸

●
次
頁
に
続
く

黒
石
目
塗
鞘
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
仙
台
住
清
定　

雨
龍
図

赤
銅
石
目
地　

金
線
象
嵌　
︿
目
貫
﹀
竹
に
虎
図　

赤
銅
地

容
彫　

金
色
絵　
︿
鐔
﹀
伊
勢
海
老
透
し　

鉄
地　

丸
形

透
し
彫　

丸
耳　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

九
八
・
五
㎝
）

刀
　
薩
伯
耆
守
平
朝
臣
正ま

さ
ゆ
き幸

　
　
寛
政
五
年
二
月
日

（
江
戸
後
期
―
薩
摩
）
二
三
一
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
二
寸
強
（
66
・
７
㎝
）
反
り
六
分
強
　

元
巾
一
寸
一
厘
　
先
巾
六
分
九
厘
　
重
ね
二
分
二
厘

　

江
戸
後
期
の
薩
摩
を
代
表
す
る
正
幸
の
刀
。
正
幸
は
活
躍

す
る
時
期
が
長
く
、
本
作
は
61
歳
で
あ
る
が
、
70
歳
を
超
え

て
も
豪
刀
・
優
品
を
見
か
け
、
85
歳
ま
で
作
刀
し
た
。

　

本
作
は
正
幸
に
あ
っ
て
は
尋
常
な
定
寸
の
姿
で
、
鎬
巾
狭

く
鎬
高
く
重
量
が
あ
る
。
地
鉄
、
地
沸
が
厚
く
つ
き
詰
む
も
、

大
板
目
や
柾
風
の
流
れ
を
交
え
た
ネ
ッ
ト
リ
と
し
た
肌
合
い
。

刃
文
、
小
の
た
れ
調
の
互
ノ
目
に
尖
り
刃
を
交
え
、
元
の
方

は
特
に
よ
く
乱
れ
、
沸
深
く
荒
沸
つ
き
、
芋
蔓
か
か
っ
て
変

化
に
富
む
。
帽
子
、
浅
く
の
た
れ
て
小
丸
。
拵
は
高
級
な
も

の
で
は
な
い
が
「
返
り
」
の
形
か
ら
も
同
国
の
薩
摩
拵
。

　
　
　
　

銀
着
二
重
鎺　

拵
付
（
白
鞘
も
あ
り
）

　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
　
一
五
〇

（150）
万
円
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●
前
頁
・
正
幸
の
刃
文
・
全
身
・
拵

焦
げ
茶
漆
塗
鞘
薩
摩
打
刀
拵　
︿
縁
頭
﹀
安
親
と
銘
あ

り　

祇
園
社
頭
図　

四
分
一
磨
地　

高
彫　

金
・
赤
銅
・
素

銅
色
絵　
︿
目
貫
﹀
獅
子
図　

赤
銅
地　

容
彫　

金
色
絵　

︿
鐔
﹀
無
銘　

上
下
袋
結
び
図　

鉄
磨
地　

丸
形　

肉
彫
透

し　

金
線
布
目
象
嵌　

銀
布
目
象
嵌　
︿
小
尻
﹀
無
文　

銀

磨
地　
︿
柄
﹀
白
鮫
着
黒
糸
巻
（
拵
の
総
長　

九
四
・
五
㎝
）

刀
川
部
儀
八
郎
藤
原
正ま

さ
ひ
で秀（

花
押
）（
刻
印
）

文
化
十
二
乙
亥
二
月
吉
日

　
　
余
之
於
石
井
氏
交
情
日
旧
而
石
井
氏
之

　
　
於
刀
剣
耆
好
誠
厚
矣
於
是
乎
鍛
以
贈
之

（
江
戸
後
期
―
江
戸
）
二
〇
九
年
前

鎬
造
り
　
刃
長
二
尺
三
寸
（
69
・
５
㎝
）
反
り
四
分
六
厘
　

元
巾
一
寸
六
厘
　
先
巾
七
分
　
重
ね
二
分
四
厘

　

し
っ
か
り
と
し
た
長
さ
に
身
巾
広
く
重
ね
厚
く
、
反
り
や

や
浅
め
に
先
や
や
細
ま
り
中
切
先
の
凛
々
と
し
た
姿
。
地
鉄
、

小
板
目
が
よ
く
錬
れ
て
つ
み
、
地
沸
こ
ま
か
に
つ
き
、
小
さ

い
地
景
が
よ
く
入
る
。
刃
文
、
小
沸
の
つ
い
た
小
丁
子
を
き

れ
い
に
連
ら
ね
、
匂
い
締
り
ご
こ
ろ
で
逆
が
か
り
、
刃
中
に

足
よ
く
入
り
、
明
る
い
。
帽
子
、
浅
く
の
た
れ
て
先
き
小
丸
。

　

新
々
刀
の
開
祖
に
し
て
最
上
作
の
水
心
子
正
秀
、
六
十
六

歳
の
作
で
あ
る
。
文
化
・
文
政
こ
ろ
の
水
心
子
は
復
古
論
を

実
践
し
て
、
古
備
前
風
の
小
丁
子
乱
れ
の
作
が
多
く
な
り
、

焼
刃
低
め
で
姿
も
比
較
的
優
し
い
も
の
が
多
く
な
っ
て
く
る
。

使
い
や
す
さ
と
刀
が
折
れ
な
い
こ
と
を
第
一
義
に
お
い
た
た

め
と
い
う
。
し
か
し
本
作
は
が
っ
し
り
し
た
刀
で
、
重
ね
厚

く
重
量
が
あ
り
、
あ
た
り
を
払
う
雰
囲
気
が
あ
る
。
こ
れ
は

為た
め
め
い銘

に
見
る
石
井
氏
の
好
み
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
も
か
く

中な
か
ご心

が
素
晴
ら
し
く
、
中こ

み心
味あ
じ

よ
く
銘
文
も
ま
た
よ
い
。
正

秀
は
学
識
高
く
い
ろ
い
ろ
な
漢
文
を
入
れ
た
作
を
見
る
が
、

こ
こ
ま
で
長
文
で
丁
寧
な
の
は
少
な
い
。
か
し
こ
ま
っ
て
見

入
っ
て
し
ま
う
内
容
と
ま
た
上
手
な
字
体
で
あ
る
。
こ
の
三

年
後
、
子
の
貞
秀
に
正
秀
銘
を
譲
っ
て
天
秀
に
改
銘
す
る
。

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付

　
　
　
　
　
　

本
阿
弥
光
遜
師
鞘
書
あ
り
（
昭
和
28
年
）

　
　
　
　
　
　

金
着
一
重
鎺　

白
鞘
　
　
三
〇
〇

（300）
万
円

全
身
を
除
い
て
原
寸
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全
身
を
除
い
て
原
寸
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短
刀
　
宗む
ね
つ
ぐ次
作

（
天
保
―
江
戸
）

	
	

江
戸
後
期
　
約
一
九
〇
年
前

平
造
り
　
刃
長
六
寸
二
分
（
18
・
８
㎝
）
反
り
な
し
　
元
巾

六
分
六
厘
　
先
巾
四
分
八
厘
　
重
ね
三
分

　

小
ぶ
り
で
、
重
ね
の
ご
く
厚
い
鎧
通
し
の
造
り
込
み
。
地

鉄
、
板
目
が
錬
れ
て
肌
立
ち
、
柾
を
交
え
、
地
沸
厚
く
つ
い

て
力
強
い
。
刃
文
、
小
沸
が
締
ま
り
、
匂
い
口
の
明
る
い
三

本
杉
風
の
尖
り
互
ノ
目
を
連
ら
ね
、
こ
ま
か
い
砂
流
し
か
か

る
。
帽
子
、
の
た
れ
込
み
小
丸
。

　

江
戸
後
期
を
代
表
す
る
固
山
宗
次
の
短
刀
。
銘
振
り
か
ら

天
保
こ
ろ
三
十
歳
代
の
作
で
、
宗
次
売
り
出
し
の
こ
ろ
で
、

意
欲
あ
る
作
品
が
多
く
、
こ
の
時
期
三
本
杉
刃
は
よ
く
見
か

け
る
。
形
か
ら
し
て
も
戦
国
時
代
の
関
伝
を
ね
ら
っ
た
優
短

刀
と
い
え
る
。
金
着
一
重
鎺　

白
鞘

　
　
　
　
　
　

特
別
保
存
刀
剣
鑑
定
書
付
　
七
〇
（70）
万
円

日
本
刀
﹁
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﹂
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３軒となりに引越しました。（１昨年３月に）
旧ビル建替えのため10ｍ先の（１階・地階）
に新装開店しています。
新しい店は気持ちよいです。即売会にお
越しください。

郵便番号・電話番号・Fax などに変更はありません。

移転しています。
新店オープン！

〒１０４─００６１
東京都中央区銀座５─６─９（１階と地下）
（旧店の５-６-８の最後の「８」が「９」になりました。）

１階の内部

地下の展示室

すずらん通りから見た新店舗１階の外観


